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　火山噴火における降灰現象は，これまで主に堆積物の質量・粒径分布の計測などの地質学的手法に基づき調

べられてきた．近年，堆積物データと降灰拡散・堆積過程の数値シミュレーションを組み合わせた噴火ダイナ

ミクス研究が進展しているが，この観測とシミュレーションの統合研究をさらに発展させるには，噴火の時間

スケールと同等の高時間分解能で噴火現象の多項目観測を行うことが要求される．その観測を実現する方法の

一つとして，気象学分野におけるレーダーやディスドロメータを用いた降雨観測のような，他分野の観測技術

を降灰観測に適用することが挙げられる．本研究では，光学式のディスドロメータであるパーシベルを用い

て，桜島火山で頻発している降灰現象を観測し，その定量的な特徴を明らかにすることを目的とした． 

 

　本研究におけるディスドロメータによる降灰観測は，桜島の昭和火口から約2.5 km南の1地点で約2年間実施

され，その結果，76の噴火イベントについて，1分間隔で火山灰の粒径と落下速度を計測することに成功し

た．観測では，降灰中は粒子のサイズと落下速度が時間と共に減少するという降雨には見られない顕著な特徴

があることを発見し，これによって，降灰イベントを簡便に検知することが可能となった．さらに，検知され

たイベントと気象庁の噴火リストに報告されている噴煙の流向に関する情報を比較したところ，南方向への噴

煙を伴う噴火中の降灰検知率は，その他の風向の場合よりも約7倍高くなることが明らかになった．また，粒

径と落下速度の時間変化の特徴も，南方向への噴煙の場合に最も顕著になることがわかった．以上のことか

ら，本研究で設置したディスドロメータは火口方向から観測点へ直線的に到達する降灰を特に精度よく計測し

ており，火口からの全方向を包囲するディスドロメータの多点観測網によって，火山灰拡散や噴煙のダイナミ

クスに関する重要な情報を得られる可能性があることが示された． 

 

　検知されたイベントを用いて，本研究では粒径と落下速度の定量的な関係を詳細に調べた．また，ある１イ

ベントではディスドロメータと同地点でデジタル重量計によって降灰積算質量を高精度で計測しており，これ

によって粒子密度を計算することが可能となった．以上の粒径－落下速度の関係と粒子密度のデータを用い

て，先行研究で提案されている火山灰の終端落下速度モデルにおける火山灰粒子の形状パラメータに制約を与

えることができた．さらに本研究では，粒径と落下速度のデータを用いて単位体積・粒径クラスあたりの粒径

分布を計算し，その分布は指数分布に従うことを明らかにした．降雨の場合，その指数の値は降雨量に依存す

るモデルが提案されているが，そのモデルを降灰に適用して降灰量依存性を考慮すると，降雨の場合よりも指

数の値が有意に小さくなることがわかった．粒径－落下速度関係式や粒径分布はレーダー解析に使用される重

要なパラメータであることから，本研究で示されたその関係式や分布に関する定式化やパラメータへの制約

は，気象レーダーによる噴煙観測に活用される可能性がある．
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